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世界平和地球村の建設と自然環境の保護

二
〇
一
五
年
の
希
望
と
喜
び
の
朝
を
迎
え
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
は
重
要
な
ゲ
ス
ト
が
次
々
と
レ
ダ
基
地
を
訪
問
し
ま
し
た
。

特
に
四
月
の
パ
ク
ー
稚
魚
放
流
式
典
で
は
、
フ
ラ
ン
コ
前
大
統
領
ご

夫
妻
（
夫
人
は
現
職
上
院
議
員
）
、
下
院
議
員
、
各
市
長
を
は
じ
め

多
数
の
Ｖ
Ｉ
Ｐ
を
迎
え
、
皆
様
と
多
く
の
感
動
と
喜
び
を
共
有
で
き

ま
し
た
。
州
都
オ
リ
ン
ポ
市
に
は
今
回
も
パ
ク
ー
稚
魚
を
贈
呈
し
、

感
謝
さ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
の
モ
ッ
ト
ー
、
「
自
然
環
境
の
保
護
と
、

発
展
途
上
国
へ
の
地
域
支
援
活
動
」
を
前
年
同
様
、
実
際
に
示
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

十
月
に
は
現
職
の
フ
ア
ン
副
大
統
領
、
田
岡
大
統
領
顧
問
が
来
園

さ
れ
、
「
電
気
も
水
道
も
無
か
っ
た
辺
境
の
地
を
よ
く
こ
こ
ま
で
発

展
さ
せ
、
地
域
に
貢
献
し
て
下
さ
り
、
国
の
為
に
希
望
を
与
え
て
く

れ
て
い
る
。
」
と
感
銘
さ
れ
、
今
後
の
協
力
を
約
束
し
て
行
か
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
パ
ラ
グ
ア
イ
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
も
と
よ
り
、
韓
国

Ｔ
Ｖ
局
Ｍ
Ｂ
Ｃ
社
、
ピ
ー
ス
Ｔ
Ｖ
社
や
ベ
ル
ギ
ー
国
営
Ｔ
Ｖ
局
、
日

本
の
新
聞
社
（
世
界
日
報
）
等
も
取
材
に
来
て
、
同
様
に
感
動
し
て

行
か
れ
、
報
道
し
て
い
ま
す
。
（
ベ
ル
ギ
ー
は
二
月
放
映
予
定
）
辺

境
の
地
に
お
け
る
私
た
ち
の
活
動
が
一
気
に
世
界
に
報
道
さ
れ
始
め

た
の
で
す
。
ま
た
、
昨
年
は
異
常
気
象
も
あ
り
、
レ
ダ
基
地
は
洪
水

の
危
機
に
み
ま
わ
れ
ま
し
た
が
、
か
ろ
う
じ
て
乗
り
越
え
ま
し
た
。

魚
の
養
殖
池
は
十
五
箇
所
か
ら
更
に
増
設
し
、
十
万
匹
の
養
殖
に

向
け
て
前
進
中
で
す
。
飼
料
も
タ
ロ
イ
モ
栽
培
を
本
格
化
し
て
行
き

ま
す
。
販
路
も
確
実
に
首
都
ア
ス
ン
シ
オ
ン
市
を
目
指
し
ま
す
。
牧

畜
で
は
洪
水
対
策
を
し
つ
つ
、
堅
実
に
自
立
の
道
を
作
る
よ
う
再
検

討
を
し
て
い
ま
す
。
青
年
奉
仕
隊
は
国
際
的
チ
ー
ム
編
成
を
進
め
、

今
年
も
地
域
貢
献
を
し
て
行
き
ま
す
。

日
本
国
内
で
は
「
環
境
セ
ミ
ナ
ー
」
や
研
修
会
を
基
盤
に
、
東
北

被
災
地
の
植
林
活
動
等
も
継
続
し
て
実
践
す
る
予
定
で
す
。

本
年
も
ま
た
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
よ
き
飛
躍
の

年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
ご
健
勝
を
お
祈
り
致

し
ま
す
。

一
般
社
団
法
人

南
北
米
福
地
開
発
協
会

理
事
長

飯
野
貞
夫

レダ基地航空写真。左がパラグアイ川本流。中央に滑走路。手前と遠方にパクーの養殖池を望む。（2014年4月撮影）

謹
賀
新
年
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平
成
二
十
七
年



フアン副大統
領が来園 10

月27日、田岡

顧問共に来園

され、養殖・

農業など諸活

動を熱心に視

察されました。

このニームと

ともにパラグ

アイも発展し

世界に平和が

訪れますよう

に祈りつつ。

2014年レダ基地では

パクーの大量人工孵化に再び成功！ マグノ教授

の指導のもと、今シーズンもパクーの人工孵化に成功

し、推定約12万匹の稚魚を育てることができました。

第2回パクー稚魚放流式典挙行！ 4月25日、パクー

稚魚2万匹を放流しました。フランコ前大統領夫妻、下

院議員2名、近隣の首長、メディア各社など多彩なＶＩ

Ｐと現地先住民70名のゲストも参加しました。

パラグアイ
川水位大上
昇 地球規模の異常気象の年、パ

ラグアイ川が長期間にわたって氾

濫し、各地に被害をもたらしまし

た。レダ基地においては恒久対策

として、基地を囲む堤防の建設を

計画しています。皆様の温かいご

支援をお願いいたします。

タロイモ栽培
が本格化
パクー養殖と養

豚の展開にとも

ない本格的なタ

ロイモの大規模

水耕栽培に着手

しました。

第14回国際協力青年奉仕隊 8月25日から9月10日まで、ア
ルト･パラグアイ州の先住民コミュニティ、ディアナ村、と

アルト・パラナ州エルナンダリアスにおいて、植樹と勤労奉

仕を中心に、文化・スポーツ交流などを活発に実行し、国境

や文化を越えて相互理解と信頼関係をいっそうを深めました。

ベルギー国営放送局取材班
来園 10月7日、ベルギーの国

営放送局TV取材班一行5名が来

園しました。一行は、早朝4時

からの学習会にも参加するほど

で、各プロジェクトを熱心に取

材し、感銘を受けて行きました。



ま
た
、
東
北
の
被
災
地
、
大
槌
町
を
は
じ
め
と
す
る
各

地
で
の
植
樹
活
動
、
新
日
鐵
住
金
工
場
見
学
会
、
レ
ダ

基
地
の
活
動
報
告
会
、
国
内
日
帰
り
エ
コ
ツ
ア
ー
な
ど

に
多
く
の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
て
講
師
、

参
加
者
、
ス
タ
ッ
フ
、
会
員
た
ち
が
経
験
と
知
識
を
共

有
し
、
地
球
環
境
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

創
造
力
に
富
ん
だ
青
年

た
ち
の
勢
い
も
負
け
て

い
ま
せ
ん
。
坂
井
君
は

養
豚
で
、
上
山
君
は
養

殖
池
に
お
け
る
給
餌
、

中
田
君
は
木
工
と
養
豚

と
武
道
助
手
、
亀
岡
さ

ん
は
農
業
と
園
芸
、
谷

本
さ
ん
は
調
理
と
小
橋

氏
の
助
手
、
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
で
レ
ダ
基
地
に
新
風
を
巻
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

四
月
一
日
、
当
会
は
一
般
社
団
法
人
と
し
て
、

社
会
的
責
任
を
背
負
っ
て
新
出
発
を
し
ま
し
た
。

活
動
面
で
は
、
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
特
別
研
修
会
（
ワ

ン
デ
イ
セ
ミ
ナ
ー
）
を
四
回
、
様
々
な
専
門
家
を

講
師
と
し
て
招
い
て
の
環
境
問
題
研
究
会
は
八
回
、

二
〇
一
四
年
は
、
日
本
で
高
度
の
技
能
や
技
術

を
見
に
つ
け
た
経
験
豊
か
な
シ
ニ
ア･

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
た
ち
が
、
初
め
て
中･

長
期
で
レ
ダ
基
地
に
赴

任
し
ま
し
た
。
水
落
氏
は
木
工
と
建
築
、
堀
本
氏

は
養
豚
と
食
肉
加
工
、
小
橋
氏
は
ソ
ー
セ
ー
ジ
製

造
、
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
が
持
ち

前
の
卓
越
し
た
技
能
を
存
分
に
発
揮
し
て
い
ま
す
。

連載インタビュー (第3回)
Amo Leda!

Ｑ.来年、警察官を退官

すると聞いていますが・・？

Ａ.その通りです。来年1

2月で警察官になって30

年となり、退官します。

Ｑ.その間、色々な体験

をお持ちでしょうね！

Ａ.アルトパラグアイ州

の中の色々な町に赴任し

ました。以前は車も無く、

道も整備されていなかっ

たので、馬で何十キロも

行かねばなりませんでし

た。事件があれば何日も

かけてその場所に行くの

が常でした。

Ｑ.レダにはいつ頃来られたのでしたか？

Ａ.2004年の7月にここに赴任し、今年で10年になり

ます。

Ｑ.レダでの生活は？

Ａ.ほとんど事件らしい事件も無く、本当に静かな

生活です。ラジオでニュースは欠かさずに聞くよう

にしています。また時間があるので、警察所の裏に

菜園を造って野菜を育てたり、健康のためにウォー

キングを毎日しています。

Ｑ.世界中の警察が皆そのようになればいいですね？

Ａ.その通りです。でも警察官が失業しそうです。

Ｑ.レダにこられての印象は？

Ａ.ここの日本の人はとても勤勉で正直な人達なの

で、本当に信頼ができ、また何かを依頼してもすぐ

応えてくれるので、とても気持ち良く生活出来ると

ころ、というのが自分の素直な感想です。またレダ

の特徴はインディオの人たちと仕事をしていること

ですが、アルトパラグアイ州のどこの牧場に行って

もインディオの人たちをこれほど使っているところ

はありません。そういう意味では本当に皆さん方は

インディオの人たちを助けておられ、その事自体と

てもすばらしいことだと思います。

フランシスコ・ビジャルバ

Francisco Villarba（52）
6人の子供（29歳娘既婚,27

歳息子既婚,25歳息子,23歳

娘,21歳息子,19歳息子）

2014年レダ基地では

亀岡、谷本、上山、坂井、中田各氏

パンタナール特別研修会

日本国内では

どんな難しいものも作る水落氏

スルビを釣り上げた堀本氏

小
橋
氏
の
作
る
ソ
ー
セ
ー

ジ
の
味
は
折
り
紙
つ
き

新日鐵住金工場見学会（9月）



諏
訪
湖
環
境
保
全
活
動
を
実
地
見
学

十
二
月
十
一
・
十
二
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
、
長
野
県
諏

訪
湖
畔
の
下
諏
訪
に
て
現
地
視
察
訪
問
を
行
い
ま
し
た
。
こ

れ
は
十
一
月
一
日
の
第
八
回
環
境
問
題
セ
ミ
ナ
ー
に
吉
澤
忍

さ
ん
を
招
き
「
自
然
破
壊
か
ら
見
た
諏
訪
湖
の
現
状
と
再
生
」

に
つ
い
て
の
講
演
を
聴
い
て
の
現
地
視
察
訪
問
で
し
た
。

【
諏
訪
湖
漁
協
を
訪
問
】
十
一
日
は
、
吉
澤
さ
ん
宅
で
、
諏

訪
湖
の
現
状
に
つ
い
て
詳
し
い
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の

後
、
午
後
三
時
半
に
諏
訪
湖
漁
業
協
同
組
合
を
訪
れ
、
藤
森

貫
治
組
合
長
に
お
会
い
し
、
諏
訪
湖
の
問
題
に
つ
い
て
詳
し

い
説
明
と
質
疑
応
答
の
時
間
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

組
合
長
は
最
初
に
、
壁
に
貼
っ
て
あ
る
新
聞
記
事
を
示
し
な

が
ら
、
ど
の
よ
う
に
し
て
県
知
事
、
水
産
庁
、
国
交
省
、
環

境
省
と
の
交
渉
を
進
め
て
き
た
か
、
そ
の
結
果
、
国
か
ら
予

算
を
出
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
諏
訪
湖

の
再
生
と
発
展
に
希
望
の
光
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
か
を

語
ら
れ
ま
し
た
。

【
Ｋ
Ｋ
Ｄ
で
赤
字
解
消
】
六
年
前
に
漁
協
の
組
合
長
を
引
き

受
け
た
時
に
あ
っ
た
累
積
赤
字
一
億
円
を
、
い
か
に
し
て
解

消
し
、
さ
ら
に
漁
獲
量
ま
で
も
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
の
か
で
す
。
そ
こ
で
ま
ず
取
り
組
ん
だ
の
が
赤
字

解
消
策
で
し
た
。
ま
ず
、
組
合
役
員
の
方
々
が
率
先
し
、
赤

字
解
消
の
た
め
、
無
給
で
奉
仕
す
る
こ
と
に
し
、
漁
獲
量
が

減
っ
た
原
因
を
追
究
し
、
対
策

を
考
え
実
行
し
ま
し
た
。
役
員

の
中
に
藤
森
組
合
長
や
吉
澤
さ

ん
の
よ
う
な
各
種
の
専
門
家
が

揃
い
、
有
効
で
機
能
的
な
取
り

組
み
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

と
の
こ
と
で
し
た
。
諏
訪
湖
に

は
四
害
（
悪
）
が
あ
り
ま
し
た
。

①
湖
底
の
貧
酸
素
に
よ
る
害
、

②
水
上
植
物
で
あ
る
ヒ
シ
の
害
、

③
水
鳥
の
カ
ワ
ウ
、
カ
ワ
ア
イ

サ
に
よ
る
害
、
④
外
来
魚
の
ブ

ラ
ッ
ク
バ
ス
、
ブ
ル
ー
ギ
ル
に

よ
る
害
で
す
。
ワ
カ
サ
ギ
、
フ

ナ
、
エ
ビ
、
シ
ジ
ミ
等
を
激
減

さ
せ
た
こ
れ
ら
四
害
に
対
し
て
、
吉
澤
さ
ん
た
ち
は
、
経

験
（
Ｋ
）
と
勘
（
Ｋ
）
と
デ
ー
タ
（
Ｄ
）
に
よ
る
科
学
的

分
析
に
基
づ
い
た
取
り
組
み
を
行
い
、
ワ
カ
サ
ギ
の
漁
獲

高
を
六
年
間
で
十
倍
に
ま
で
増
加
さ
せ
、
ま
た
収
支
面
で

は
、
一
億
円
の
赤
字
が
六
年
後
に
一
〇
〇
〇
万
円
の
黒
字

を
生
み
出
す
ま
で
に
な
っ
て
い
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
一

度
、
環
境
破
壊
さ
れ
、
漁
獲
高
も
激
減
し
た
諏
訪
湖
を
見

事
に
再
生
さ
せ
た
の
で
す
。
ま
た
藤
森
組
合
長
は
、
「
今

後
の
六
年
間
で
、
ワ
カ
サ
ギ
の
漁
獲
高
を
現
在
の
二
〇
～

二
五
ト
ン
か
ら
、
最
盛
時
の
漁
獲
高
で
あ
る
五
〇
〇
ト
ン
、

現
在
の
二
〇
倍
ま
で
増
や
し
た
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
関
連

す
る
ビ
ジ
ネ
ス
や
観
光
産
業
も
盛
ん
に
な
る
だ
ろ
う
」
と

将
来
の
計
画
（
ド
リ
ー
ム
マ
ッ
プ
）
の
一
部
に
つ
い
て
も

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
「
諏
訪
湖
は
ま
だ
再
生
の
緒
に
就

い
た
ば
か
り
で
あ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
こ
れ
か
ら
で
す
。
」

【
地
域
活
性
化
の
モ
デ
ル
に
】
か
つ
て
四
害
の
た
め
に
深

刻
な
状
態
に
陥
っ
た
諏
訪
湖
を
、
組
合
長
、
役
員
、
漁
協

関
係
者
、
町
民
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
結
果
、
見

事
に
諏
訪
湖
を
再
生
さ
せ
た
こ
と
は
、
地
元
の
特
性
を
活

か
し
て
お
り
、
地
域
活
性
化
の
希
望
あ
る
モ
デ
ル
に
な
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
諏
訪
湖
の
な
お
一
層
の
発
展
を
期
待
し
、

今
後
も
関
心
を
持
ち
続
け
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

【
年
間
五
〇
〇
ト
ン
を
目
指
し
て
】
翌
十
二
日
は
、
前
日

の
雨
が
上
が
り
、
晴
れ
間
が
出
て
き
ま
し
た
。
ま
ず
諏
訪

湖
名
物
の
ワ
カ
サ
ギ
釣
り
を
行
い
、
次
に
孵
化
場
を
見
学

し
ま
し
た
。
ガ
ス
ボ
ン
ベ
の
よ
う
な
孵
化
器
が
十
二
基
あ

り
、
一
基
に
つ
き
六
千
万
個
が
十
二
日
間
で
孵
化
し
、
孵

化
率
は
九
八
％
と
い
う
驚
異
的
な
数
字
と
の
こ
と
で
、
八

億
匹
の
ワ
カ
サ
ギ
を
諏
訪
湖
に
放
流
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。
こ
の
ペ
ー
ス
で
い
け
ば
、
年
間
五
〇
〇
ト
ン
の

目
標
も
夢
で
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
孵
化

装
置
も
自
分
た
ち
で
開
発
し
た
と
の
こ
と
で
、
諏
訪
湖
の

再
生
に
か
け
る
熱
い
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
十
一

月
の
吉
澤
さ
ん
の
講
演
を
聞
い
て
早
速
、
諏
訪
湖
の
実
態

を
視
察
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
吉
澤
さ
ん
が
地
元

諏
訪
湖
の
再
生
を
成
し
、
周
囲
の
信
頼
を
得
て
い
る
様
子

を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

環
境
問
題
研
究
会

赤
城

勲

会員種別
♠一般会員500円／月
（半年分3000円または一年分6000
円で左記の口座宛てご入金ください。）

♠正会員一口1000円／月
♠法人会員一口１万円／月
正会員、法人会員の会費は、毎月の
引き落とし方式です。
会費振替用口座:ゆうちょ銀行

00290-5-113072
シャ）南北米福地開発協会

入会申し込みと同時に手続きをお願い
申し上げます。それが確認でき次第、
会員番号を確定し、ご案内いたします。

一般社団法人
南北米福地開発協会事務局
〒２１３－０００１
神奈川県川崎市高津区

溝口３－１１－１５
岩崎ビル４Ｆ

電話: ０４４－８２９－２８２１
FAX: ０４４－８２９－２８２０

一般会員会費納入 ゆうちょ銀行
記号１０２８０ 番号6１349751
一般社団法人 南北米福地開発協会

E-メール: office@asd-nsa.jp
ホームページ: http://www.asd-nsa.jp

2015年カレンダー

2015年も、あなたのお部屋に生
命力あふれるパンタナールの生きも
のたちと、新たな生命を育むレダ基
地の航空写真はいかがでしょうか。

贈り物としても喜ばれています。

お申し込みは、左記の事務局へ。


